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平成3年7月号〔2｝つ
・
つ

町報と

宮
崎
県
知
事
選
挙
の
お
知
ら
せ

　　

@　

@　

@　

搏
兜
[
日
七
月
七
日
（
日
）

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@
あ
な
た
の
一
票
が
大
切
で
す

　
七
月
七
日
は
、
宮
崎
県
知
事
選
挙

の
投
票
日
で
す
。

　
今
回
の
選
挙
は
私
達
に
か
わ
っ
て

県
政
を
ま
か
せ
る
人
を
選
ぶ
重
要
な

選
挙
で
す
・

　
こ
の
こ
と
を
有
権
者
全
員
が
深
く

認
識
し
、
ま
た
、
自
分
の
判
断
、
自

分
の
考
え
で
悔
い
の
な
い
一
商
示
を
投

じ
、
明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
を
み
ん

な
で
実
現
し
ま
し
ょ
う
．
、

選
挙
人
名
簿

　
ど
の
選
挙
に
お
い
て
も
そ
う
で
す

が
選
挙
権
が
あ
っ
て
も
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
人
は
投
票
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
の
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
人
は
、

生活κかかカる一票

　　　　　　　　　　　　まやご8φA

ぬ
え
ね
え

こ
ん
な
参
）

　
　
子
一

究
で

翼
し
U
な
r

／
㌧
文

へ
　
　
　
コ
ド

え
遍

い
レ
ん
な
街

9
、

（
（
－
き

／

①
日
本
国
民
で
あ
る
．
、

②
年
令
が
二
十
歳
以
上
で
あ
る
。

③
本
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ

れ
、
引
き
続
き
三
ヶ
月
以
上
住
所
が

あ
る
。

　
こ
と
が
条
件
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
今
回
の
宮
崎
県
知
事
選
挙

に
お
け
る
選
挙
時
登
録
の
基
準
日
等

は
次
の
と
お
り
で
す
．
．

▼
基
準
日

　
　
六
月
十
六
日
（
昭
和
四
十
六
年

　
　
七
月
八
日
生
の
者
ま
で
）

▼
登
録
日

　
　
六
月
十
六
日

▼
転
入
者
の
登
録

　
　
三
月
十
六
日
差
で
に
転
入
届
を

　
　
提
出
し
た
者

▼
転
出
者
の
登
録
抹
消

　
　
二
月
十
五
日
ま
で
に
転
出
し
た

　
　
者
は
基
準
日
で
抹
消

　
　
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
六
日
ま

　
　
で
に
転
出
し
た
者
は
投
票
日
で

　
　
抹
消
不
在
者
投
票
制
度

　
旅
行
や
病
気
な
ど
で
投
票
日
に
投

票
所
で
投
票
で
き
な
い
人
は
、
投
票

日
の
前
日
ま
で
に
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
る
「
不
在
者
投
票
」
の
制
度
が

あ
り
ま
す
の
で
、
棄
権
す
る
こ
と
な

く
こ
の
制
度
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
不
在
者
投
票
は
、
告
示
の
日
か
ら

投
票
日
の
前
日
ま
で
、
土
曜
日
の
午

後
、
日
曜
を
問
わ
ず
毎
日
午
前
八
時
三

十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
選
挙
管
理

委
貝
会
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
．
．

投
票
所
の
変
更

　
今
回
の
投
票
で
は
、
次
の
投
票
所

が
変
更
に
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

　
第
四
投
票
区
（
鶴
野
内
）

　
鶴
野
内
公
民
館
↓
東
郷
小
学
校
体

育
館

　
　
　
　
　
　
／

　
　
　
／
　
　
☆

／
　
　
涛

☆
☆／壽

璽☆

a
奪
む
で
ず
か

　　

@　

嵭
ﾊ
業
関
係
の
皆
さ
ん
！

　
建
設
業
を
営
む
方
々
、
及
び
建
設

現
場
で
働
く
皆
さ
ん
、
国
が
作
っ
た

「
建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
一
を
ご

存
じ
で
す
か
？

　
こ
の
制
度
は
、
昭
和
三
十
九
年
に

中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
に
よ
り
作

ら
れ
た
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
の
特
色
は
、
一
般
の
退

職
金
の
よ
う
に
労
働
者
が
事
業
所
を

や
め
た
時
圏
払
わ
れ
る
退
職
金
で
な

く
、
建
設
業
と
い
う
一
つ
の
業
種
の

中
で
働
く
限
り
、
事
業
所
に
雇
用
さ

れ
た
期
間
全
部
を
通
算
し
て
退
職
金

を
支
払
う
と
い
う
、
い
わ
ば
建
設
業

界
ぐ
る
み
の
退
職
金
制
度
で
す
。

　
退
職
金
は
、
国
の
制
度
で
す
か
ら
、

確
実
、
安
全
で
あ
り
、
極
め
て
有
利

な
利
回
り
で
計
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
全
国
で
十
三
万
の
事
業
主
、

百
七
十
八
万
人
の
労
働
者
が
こ
の
制

度
に
加
入
し
、
退
職
金
の
積
立
て
が

行
わ
れ
、
す
で
に
五
十
五
万
人
の
労

働
者
が
退
職
金
を
受
け
取
り
、
そ
の

額
は
千
四
百
五
十
六
億
円
を
超
え
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
三
年
七
月
一
日
か
ら

の
掛
金
日
額
が
引
き
上
げ
と
な
り
、

退
職
金
額
も
大
幅
に
ア
ッ
プ
し
、
よ

り
魅
力
の
あ
る
制
度
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と

は
、
左
記
の
連
絡
先
に
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
．
、

o
連
絡
先

　
〒
蹴
　
宮
崎
市
橘
通
東
2
丁
目
9

　
ノ
ー
9
（
宮
崎
県
建
設
会
館
内
）

　
建
退
共
宮
崎
支
部

　
容
0
9
8
5
⑳
8
8
6
7

つ、
つ日報と〔3）平成3年7月号

永
画
意
灘
饗
導

　　

@　

@　

@　

@
懇
難

　
例
年
、
夏
休
み
は
、
子
ど
も
の
水

の
事
故
が
多
く
な
り
ま
す
。
例
年
一

年
間
に
水
の
犠
牲
と
な
っ
た
中
学
生

以
下
の
子
ど
も
は
三
百
人
、
こ
の
う

ち
六
月
か
ら
八
月
ま
で
の
三
カ
月
間

で
、
全
体
の
五
割
に
当
た
る
百
五
十

八
人
が
尊
い
命
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
を
水
の
事
故
か
ら
守
る
た

め
に
は
、
み
ん
な
で
ど
ん
な
こ
と
に

注
意
し
た
ら
い
い
の
か
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

◎
危
険
な
場
所
の
点
検
を

　
近
く
に
池
や
用
水
路
、
堀
な
ど
が

棚
や
ふ
た
も
な
く
危
険
な
状
態
の
ま

ま
放
置
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
と
こ
ろ

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

◎
子
ど
も
だ
け
の
水
遊
び
に
注
意

　
河
川
や
池
な
ど
で
、
子
ど
も
だ
け

で
水
遊
び
を
し
て
い
る
の
を
見
か
け

た
ら
、
　
一
声
か
け
て
や
め
さ
せ
ま
し

．
窃
う
．
．
ま
た
、
子
ど
も
の
水
遊
び
に

は
必
ず
大
人
が
同
伴
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
・
つ
。

◎
幼
児
か
ら
目
を
離
さ
な
い

　
保
護
者
が
一
緒
に
い
て
も
、
一
瞬

目
を
離
し
た
す
き
に
事
故
に
遭
う
ケ

ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
油
断
せ
ず
、
幼

児
か
ら
は
絶
対
に
目
を
離
さ
な
い
よ

う
こ
し
ま
し
よ
う
。

◎
雨
降
り
後
の
水
辺
は
特
に
注
意
を

　
雨
が
降
っ
た
後
な
ど
は
、
川
や
用

水
路
の
水
か
さ
が
増
す
ば
か
り
で
な

く
、
水
の
流
れ
も
速
く
な
り
、
大
変

危
険
で
す
。
子
ど
も
を
近
づ
け
な
い

よ
う
、
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　　λ穂㍉　　　　　　　　　　　　　　　北海太郎　寅蹴甥水沢明美

　　無料　前庭麟欄一　　、
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九
電
か
ら
の

　　

@
お
知
ら
せ

　
サ
イ
レ
ン
　
3
回

　
　
　
　
　
　
　
ダ
ム
放
水

　
九
州
電
力
で
は
、
雨
の
降
る
量
に

よ
り
ダ
ム
か
ら
放
水
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
川
の
水
が
急
に
増
え
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
放
水
の
前
に
は
、
次
の
よ
う
に
サ

イ
レ
ン
を
3
回
鳴
ら
し
ま
す
。

　
一
分
目
十
秒
　
　
一
分
　
十
秒
　
　
一
分

網
す
塾
す
細

旗
辺
健
鞄
ず
ら
ぎ

心
健
ゆ
と
り

　
川
は
、
生
活
用
水
を
は
じ
め
と
す

る
さ
ま
ざ
ま
の
恵
み
を
も
た
ら
し
て

く
れ
る
ほ
か
、
水
と
緑
の
調
和
し
た

美
し
い
環
境
を
提
供
し
て
く
れ
る
貴

重
な
共
有
財
産
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
の
か
け
が
え
の
な

い
大
切
な
川
が
、
ご
み
の
不
法
投
棄

や
家
庭
か
ら
の
生
活
雑
廃
水
な
ど
に

よ
っ
て
、
汚
染
さ
れ
、
そ
の
環
境
が

破
壊
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
建
設
省
、
県
及
び
市

町
村
で
は
、
七
月
を
「
河
川
愛
護
月

牧
水
ツ
ー
］
ン
グ

　
　
ウ
ラ
プ

会
員
募
集
！

　
牧
水
ツ
ー
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
（
会
長

小
林
喜
三
）
で
は
、
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
自
動
二
輪
の
愛
好
者
が

集
ま
り
、
自
動
二
輪
で
県
内
の
史
跡

巡
り
を
し
な
が
ら
交
通
安
全
の
啓
蒙

と
東
郷
町
の
生
ん
だ
不
世
出
の
歌
人

若
山
牧
水
を
県
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
し

ょ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
入
会
希
望
者
は

　
小
野
田
小
林
喜
三
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
．
、

　
　
　
　
　
容
（
6
9
）
2
9
0
0

間
し
と
定
め
、
　
「
川
を
美
し
く
大
切

に
し
よ
う
」
と
い
う
運
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
、

　
皆
さ
ん
も
身
近
な
と
こ
ろ
が
ら
こ

の
運
動
に
参
加
し
ま
し
よ
う
。

激
　
’
／

　
δ
　
　
ノ

。
・
　
懸
妬
℃
〃
／

、
阯
鄭
撫
．
」
旬

諺
。
，
　
馨
り

　
　
　
　
　
」
．
．
孔
”

∵
ガ
。
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町報と

児
童
詩
餐
手
当
聾

　　

@　

@　

@
憂
け
S
れ
る
方
へ

児
童
扶
養
手
当
と
は

　
児
童
扶
養
手
当
は
、
離
婚
・
死
亡

な
ど
の
理
由
で
父
親
が
い
な
い
児
童

や
父
親
が
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ

る
児
童
が
、
健
や
か
に
育
つ
こ
と
も

目
的
と
し
て
、
そ
の
児
童
を
育
て
て

い
る
人
に
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
な
お
、
離
婚
・
死
亡
な
ど
で
受
給

資
格
が
備
わ
っ
て
か
ら
五
年
の
間
に

手
当
の
請
求
を
さ
れ
な
い
と
、
請
求

の
資
格
が
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注

立
思
く
だ
さ
い
。

現
況
届
に
つ
い
て

　
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る

方
は
、
八
月
十
一
日
か
ら
九
月
十
日

の
間
に
、
市
町
村
役
場
に
こ
の
届
を

提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
．
、
提
出
さ
れ
な
い
と
、
手
当

の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
の
で
、
必

ず
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は

　
役
場
福
祉
生
活
課
福
祉
係
ま
で
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，幽幽．．圏．r．．門層噛」．・．．．．髄幽．　　　　　　　　　　　　　　　　　．幽冒．．．脚1．幽噛」97．・1　　　　　　　圏．圏．．．．幽．．層圏圏幽．．幽．．
．・印．．唱．．．、唱1．唱．．．．．・．脚

住
民
健
診

　
七
月
の
住
民
健
診
の
日
程
は
次
の

と
お
り
で
す
。

O
仲
野
原
第
一
一
一
公
民
館

　
7
月
4
日
　
　
（
仲
野
原
1
・
2
・

　
　
　
　
　
　
3
　
出
口
）

受
付
時
間
9
時
～
1
0
時

O
広
瀬
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

　
7
月
1
1
日
　
　
（
鵜
戸
木
・
日
田
尾

　
　
　
　
　
　
広
瀬
・
鳥
川
）

　
受
付
時
間
　
9
時
～
1
0
時

○
福
瀬
公
民
館

　
7
月
1
8
日
　
　
（
上
］
・
上
三
）

　
受
付
時
間
　
9
時
3
0
分
～
1
0
時
3
0

　
　
　
　
　
分

　
　
　
　
　
　
（
）
内
は
対
象
組
合

日
は
事
業
所
統
計
調
査

商
業
統
計
調
査

　　…　｛國　

動
勃
②
㊨
勤

’～㎝　…｝㎝．
ﾎ
霧
壇
貝
数
は
？

…｝
O
会
社
の
仕
事
の
内
容
は
？
・

一　

S
国
に
↑
ヶ
所
の
輸
送
拠

㎜
堕
藻
D
卿
ボ
編

…
・
れ
た
完
成
車
の
陸
揚
げ
、

’
保
管
、
輸
送
の
一
貫
作
業
を

逼
じ
イ
、
マ
ツ
ダ
販
社
の
要
望

下
応
え
ブ
、
い
る
ン
両
時
に
流

｛
通
セ
ン
タ
ー
で
は
車
輔
の
メ

∬
テ
ナ
ン
ス
機
能
に
よ
り
納

へ期

Z
縮
に
毛
貝
輸
し
て
い
手

｝
o
会
社
の
特
徴
は
？

～　

S
国
に
ま
た
が
る
輸
送
ネ

…　
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
た
中

マ
ツ
ダ
物
流
㈱

　
　
宮
崎
営
業
所

　
東
郷
町
大
字
山
陰
丙
搦
番
地
3

　
　
　
　
8
（
6
9
）
2
8
8
0

　
　
　
　
所
長
　
　
藤
崎
優
光

O
設
立
年
月
日
は
？
・

　
昭
和
五
十
八
年
十
月
二
十
五
日
で

す
。

七
月
一

　
七
月
一
日
現
在
で
、
平
成
三
年
事

業
所
統
計
調
査
、
商
業
統
計
調
査
が

全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
、

　
調
査
の
対
象
と
な
る
の
は
、
農
林

漁
業
の
家
を
除
く
、
す
べ
て
の
事
業

所
で
す
。
今
回
は
、
二
つ
の
調
査
が

同
じ
年
に
行
わ
れ
る
の
で
、
商
店
に

対
す
る
調
査
の
重
複
を
避
け
る
た
め
、

事
業
所
統
計
調
査
は
商
業
以
外
の
事

業
所
、
商
業
統
計
調
査
は
商
店
を
対

象
と
し
て
、
同
時
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

…　

ｱ
の
二
つ
の
調
査
は
、
統
計
法
に

「

●

基
づ
い
て
実
施
さ
れ
る
国
の
重
要
な

調
査
で
す
か
ら
、
集
め
ら
れ
た
調
査

票
を
、
統
計
上
の
目
的
以
外
に
使
用

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
．
、
し
た
が

っ
て
、
各
事
業
所
、
商
店
の
プ
ラ
イ

バ
シ
：
は
法
律
に
よ
っ
て
し
っ
か
り

と
保
護
さ
れ
ま
す
。

　
事
業
所
統
計
調
査
は
、
事
業
所
を

も
れ
な
く
調
査
し
て
、
わ
が
国
の
産

業
構
造
や
事
業
活
動
の
実
態
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
に
行
わ
れ
ま
す
、

　
商
業
統
計
調
査
は
、
「
商
業
の
国

勢
調
査
」
と
も
い
え
る
も
の
で
す
。

全
国
の
卸
売
り
、
小
売
り
業
の
商
店

を
も
れ
な
く
調
査
す
る
こ
と
に
よ
r
．

て
、
商
店
の
販
売
活
動
の
実
態
や
分

布
状
況
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

に
行
わ
れ
ま
す
．
、

　
調
査
票
の
配
布
、
回
収
は
調
査
員

が
お
伺
い
し
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。謬

こ

郵

り

∩

　　

@　

@　

@　

@　

@
鉱

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　…

占
車
、
マ
イ
カ
ー
輸
送
も
多
く
の
荷
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

主
さ
ん
か
ら
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
　
ハ

転
勤
・
就
撃
で
機
会
が
あ
り
悔

し
た
ら
、
ぜ
ひ
一
報
を
お
願
い
し
ま
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

玄
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

。
悩
桑
弓
驚
％
難
…

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
　
〔

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
あ
・
馨
で
、
窯

手
．
剣
道
・
野
球
．
バ
・
－
．
陸
上
…

と
特
技
を
持
っ
た
強
者
ぞ
ろ
い
の
集
’

団
で
す
・
つ
い
最
近
釣
り
ク
ラ
ブ
が
〉

発
足
・
た
さ
・
｛
　
　
一
皿’　　　　　　　　　へ　　　　　　　一一一　　　　　A’一　’一’”

つ、
つ町報と樹平成3年7月号

　　　　㌦�ｰ

　伽4

繋累

／
／〆

姥
伊

「
緬

　　

▼バレーボール大会～青年団～

　6月9日、中央公民館において、東郷町青年団連絡協

議会主催によるバレーボール大会が行われ、熱戦が繰り

広げられました。

　結果は、1位鶴野内青年団、2位福町青年団B、三位

越表青年団でした。

　　　　　　簿　諜鷺

▲新ひむかづくり運動

　6月11日、役場講堂において新ひむかづくり運動東郷

町民会議の平成3年度第1回理事会が行われ、町内の各

民主団体の代表があつまり、平成3年度の事業計画等に

ついて討議がなされました．

　磯・奏

雛
灘

▼鈴蘭の寄贈

　6月7日、本町と姉妹都市である幕別町より鈴蘭の花

の寄：贈がありました。

　役場窓口に飾られた鈴蘭の白く可憐な花に来庁者も目

を細めていました。

▲安全運転をお願いします

　5月15日、町交通安全対策協議会では婦人会の協力を

得て交通安全の街頭指導を行いました、

　当日は、国道327号線の鶴野内バス下前で、ドライバー

にミニトマトを配りながら、安全運転の啓発を行いまし

た。

瓢
塑
乙
1

く
ら
し
の

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
県
で
は
、
消
費
者
問
題
を
迅
速
に

解
決
す
る
た
め
、
各
市
町
村
に
「
く

ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
を
置
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
の
東
郷
町
の
く
ら
し
の
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
に
、
次
の
三
儀
の
方
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
消
費
生
活

に
関
し
て
疑
問
が
生
じ
た
時
は
お
気

軽一

ﾉ
ご
相
談
く
だ
さ
い
．
．

↑

－
誘
　
・

　福　瀬
高木恵子さん

　　鶴野内

佐藤大和さん
　　坪　谷

松岡高島さん



平成3年7月号（6）、
つ

こ“、
つ

と報町

繭
懸

　
東
郷
町
に
は
県
指
定
文
化
財
の
山

陰
古
墳
、
鶴
野
内
古
墳
、
日
田
尾
古

墳
が
あ
る
．
二
男
と
は
今
か
ら
約
千

七
百
年
前
か
ら
千
三
百
年
前
に
至
る

時
代
（
占
墳
時
代
）
に
官
人
、
豪
族

の
た
め
に
造
ら
れ
た
墳
墓
で
あ
る
．

　
山
陰
・
鶴
野
内
・
日
田
尾
の
三
占

墳
は
、
い
ず
れ
も
円
形
で
当
時
の
豪

族
の
遺
体
の
ほ
か
に
武
具
な
ど
、
そ

の
時
代
に
使
用
さ
れ
た
用
具
類
が
内

蔵
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
．
．

　
山
陰
古
墳
の
特
徴
は
周
囲
に
陛
が

め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

天
皇
の
占
墳
な
ど
に
お
い
て
は
周
囲

に
広
大
な
陣
が
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
．

山
陰
古
墳
は
千
四
百
年
前
に
造
ら
れ▲山陰古墳

た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
頃
が
一

番
古
墳
が
多
く
造
ら
れ
た
時
代
で
あ

る
．
．　
西
都
市
の
西
都
原
古
墳
群
に
は
、

大
小
様
々
の
古
墳
が
あ
る
が
、
こ
れ

は
身
分
の
高
い
官
人
・
役
人
等
の
墳

墓
で
あ
り
、
国
内
で
も
有
名
な
古
墳

群
で
あ
る
。
西
都
原
古
墳
群
は
手
入

れ
が
よ
く
い
き
と
ど
き
公
園
化
さ
れ

て
お
り
、
古
墳
祭
り
な
ど
行
事
も
催

さ
れ
て
各
地
か
ら
相
当
の
見
学
者
が

訪
れ
て
い
る
。
ま
た
西
郷
村
に
あ
る

西
郷
古
墳
も
周
囲
の
整
備
が
よ
く
な

さ
れ
て
、
古
墳
の
品
位
が
保
た
れ
て

い
る
、

　
山
陰
古
墳
は
山
陰
神
社
境
内
に
あ

り
、
円
墳
形
の
姿
が
誰
で
も
よ
く
わ

か
る
．
．
た
だ
樹
木
の
が
大
小
伸
び
放

題
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
地
下
内
部

の
損
傷
の
お
そ
れ
が
あ
り
、
早
急
に

除
伐
な
ど
手
入
れ
を
す
べ
き
で
あ
ろ

う
．
鶴
野
内
占
墳
は
耳
翼
の
沿
い
の

土
手
に
な
っ
て
い
る
所
に
、
墓
地
と

一
緒
に
あ
っ
た
が
、
国
道
を
通
す
た

め
に
墓
地
は
移
さ
れ
、
土
手
は
な
く▲鶴野内古墳

な
り
古
墳
の
位
置
も
疑
わ
し
く
な
っ

た
の
が
現
状
で
あ
る
。
県
指
定
文
化

財
で
あ
る
の
で
、
早
急
な
処
置
を
と

っ
て
も
ら
う
以
外
に
保
存
の
方
法
は

な
い
。
日
田
尾
古
墳
は
ゆ
る
や
か
な

円
形
の
姿
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
景
観

も
当
初
は
見
事
だ
っ
た
ろ
う
が
、
こ

こ
も
樹
木
が
自
生
し
伸
び
放
題
に
な

っ
て
い
る
の
で
、
山
陰
古
墳
同
様
の

処
理
が
必
要
で
あ
る
。
日
田
尾
古
墳

は
整
備
す
れ
ば
、
景
観
は
す
ば
ら
し

い
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
東
郷
町
文
化
協
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

》
1
￥
￥
一
￥
￥
一
》
I
f
I
》
1
￥
￥
》
一
》
1
￥
一
》
1
￥
》
1
￥
》
1
》
1
》
1
岬
1
￥
Y
￥
f
紹
1
》
一
》
1
》
1
》
1

⑳
牧
水
歌
碑

串
間
市
の

　
歌
碑
め
ぐ
り

（
都
井
岬
）

教
育
長

　
渡
辺
邦
彦

日
向
の
国
都
井
の
岬
の
青
目
に

入
り
ゆ
く
端
に
ひ
と
り
海
見
る

　
宮
崎
県
の
最
南
端
に
あ
っ
て
蘇
鉄

の
自
然
林
が
あ
り
、
丘
で
は
野
生
馬

の
群
れ
が
遊
ん
で
い
て
雄
大
な
風
光

の
観
光
地
と
し
て
知
ら
れ
る
都
井
岬

は
み
な
さ
ん
も
ご
存
知
の
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　
そ
の
丘
の
海
に
面
し
た
場
所
に
歌

碑
は
建
て
ら
れ
て
お
り
、
昭
和
二
十

二
年
九
月
十
七
日
の
除
幕
と
な
っ
て

い
ま
す
．
．
前
に
述
べ
ま
し
た
よ
う
に

本
県
に
あ
る
牧
水
歌
碑
第
一
号
は
延

岡
市
の
城
山
の
歌
碑
で
、
こ
の
都
井

岬
の
歌
碑
は
第
二
号
で
す
。
そ
し
て

坪
谷
の
生
家
に
あ
る
歌
碑
（
昭
和
二

十
二
年
十
一
月
）
が
第
三
号
と
な
り

ま
す
．
、

　
牧
水
は
早
稲
田
の
学
生
時
代
（
明

治
四
十
年
）
に
夏
休
み
を
利
用
し
て

中
国
路
を
旅
し
な
が
ら
故
郷
へ
帰
り

ま
す
が
、
そ
の
途
中
、
「
幾
山
河
」

の
歌
を
は
じ
め
多
く
の
歌
を
詠
ん
だ

こ
と
は
前
に
紹
介
し
ま
し
た
．
．
帰
宅

し
て
み
る
と
父
堅
蔵
は
都
井
村
に
診

療
に
行
っ
て
お
り
留
守
で
し
た
。
牧

水
は
父
を
訪
ね
て
南
日
向
の
旅
を
思

い
立
ち
青
島
や
油
津
港
な
ど
で
も
歌

を
詠
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
の
都
井
岬

の
歌
も
そ
の
時
の
も
の
で
す
。

　
都
井
岬
は
太
平
洋
の
青
潮
の
中
に

突
き
出
し
た
形
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

「
そ
の
突
端
で
、
牧
水
は
た
だ
ひ
と

り
じ
っ
と
海
を
見
て
考
え
こ
ん
で
い

る
」
そ
の
情
景
が
こ
の
歌
か
ら
浮
ん

で
き
ま
す
．

　
と
こ
ろ
で
、
私
ご
と
に
な
り
ま
す

が
、
こ
の
都
井
岬
に
歌
碑
が
出
来
た

こ
と
を
新
聞
で
知
っ
て
い
た
私
は
、

ぜ
ひ
一
度
行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て

い
た
の
で
し
た
が
、
昭
和
二
十
八
年

の
十
二
月
末
（
富
高
小
学
校
教
諭
時

代
）
、
冬
休
み
に
入
っ
た
の
を
機
会

に
、
四
泊
五
日
の
自
転
車
旅
行
を
し

ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
頃
の
道
路

は
ど
こ
も
砂
利
道
で
、
小
石
に
乗
り

上
げ
て
何
度
か
こ
ろ
び
そ
う
に
な
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
特
に
日
南
海
岸
の

七
曲
七
峠
で
は
、
と
て
も
苦
労
し
ま

し
た
。
日
南
市
と
都
井
岬
間
の
往
復

は
日
程
の
都
合
で
バ
ス
を
利
用
し
ま

し
た
が
、
都
井
岬
で
牧
水
の
歌
碑
に

出
合
っ
た
時
は
感
激
ひ
と
し
お
で
今

で
も
強
く
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
牧
水
は
都
井
岬
で
は
次
の

よ
う
な
歌
も
詠
ん
で
い
る
の
で
ご
紹

介
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

椰
子
の
実
を
拾
ひ
つ
秋
の
海
黒
き

な
ぎ
さ
に
立
ち
て
日
に
か
ざ
し
見

るあ
は
れ
あ
れ
か
す
か
に
塗
す
拾
ひ

つ
る
椰
子
の
う
つ
ろ
の
流
れ
実
吹

け
ば

レ
都
井
岬
の
歌
碑

、
つ

こ“
・
つと報町の平成3月7月号

総

針
師
の
異
動

～
東
郷
町
立
病
院
～

　
六
月
一
日
に
東
郷
町
立
病
院
の
医
師
の
異
動
が
行
わ

れ
、
外
科
の
甲
斐
敏
弘
先
生
の
後
任
に
阿
久
根
広
宣
先

生
が
、
ま
た
、
内
科
の
鬼
塚
義
久
先
生
の
後
任
に
窪
田

博
文
先
生
が
赴
任
さ
れ
ま
し
た
の
て
ご
紹
介
し
ま
す
．
、

　院長・外科

阿久根広宣先生

　
今
回
、
東
郷
病
院
に
ま
い
り
ま
し

た
阿
久
根
広
宣
で
す
．
、

　
こ
れ
ま
で
椎
葉
、
諸
塚
、
西
米
良

と
山
間
部
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
勤
務

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
専
門
科
は
整

形
外
科
で
、
腰
痛
・
坐
骨
神
経
痛
・

巨
篇
・
膝
痛
等
を
看
て
お
り
ま
す
。

　
出
身
は
、
え
び
の
市
加
久
藤
で
中

学
時
代
か
ら
小
林
市
に
住
ん
で
い
ま

し
た
、
、

　
家
族
は
高
校
時
代
同
級
生
の
妻
と

四
歳
の
長
女
、
そ
れ
に
今
年
八
月
に

出
産
予
定
の
？
で
す
。

　
趣
味
は
麻
雀
、
ゴ
ル
フ
、
海
釣
り

で
「
亭
主
元
気
で
留
守
が
い
い
」
の

く
ち
で
す
．
、
ま
た
大
の
焼
酎
党
で
は

あ
り
ま
す
が
量
は
あ
ま
り
い
け
ま
せ

ん
（
す
ぐ
酔
っ
て
し
ま
い
ま
す
）
．
、

機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
一
献
お
願
い

し
ま
す
。
最
近
、
肥
満
気
味
で
友
人

か
ら
「
医
者
と
も
あ
ろ
う
も
の
が
」

と
叱
ら
れ
ま
す
．
、
幸
い
近
く
に
グ
ラ

ウ
ン
ド
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ジ
ョ
ギ

ン
グ
等
し
て
皆
さ
ん
の
健
康
管
理
と

と
も
に
自
分
の
健
康
管
理
に
も
注
意

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
．
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
．

　　内　科

窪田博文先生

　
内
科
の
窪
田
博
文
で
す
．
、
二
年
間

の
県
立
宮
崎
病
院
で
の
勤
務
後
、
県

立
延
岡
病
院
、
県
立
日
南
病
院
で
勤

務
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
入
郷
地

区
は
初
め
て
で
す
。
専
門
は
内
科
で
、

県
病
院
で
は
」
般
内
科
の
他
に
消
化

管
造
影
（
胃
透
視
、
大
腸
透
視
）
や

胃
カ
メ
ラ
、
超
音
波
断
層
な
ど
の
検

査
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、
東
郷
病

院
が
県
病
院
に
ま
さ
る
と
も
劣
ら
な

い
検
査
機
械
を
備
え
て
い
る
こ
と
に

驚
き
ま
し
た
。
病
気
を
早
期
に
発
見

す
る
こ
と
は
非
常
に
大
切
な
こ
と
で

す
。
せ
っ
か
く
の
最
先
端
の
医
療
機

器
に
恵
ま
れ
て
い
る
の
で
す
か
ら
症

状
が
無
く
て
も
検
査
を
受
け
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
最
後
に
、
ゴ
ル
フ
と
ビ
ー
ル
と
子

ど
も
が
好
き
な
小
林
市
出
身
の
二
十

九
歳
で
す
。
内
科
の
病
気
は
な
か
な

か
急
に
は
良
く
な
り
ま
せ
ん
が
、
】

緒
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
，

短
歌

尾
鈴
蘭
歌
会

．
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冒
・
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三
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町
内
の
交
通
事
故
　
欝
欝

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@
急
増
（
五
月
》

　
五
月
二
十
七
日
現
在
、
全
国
の
交

通
死
者
が
四
千
十
三
人
と
な
っ
た
。

四
千
人
突
破
は
過
去
十
五
年
で
最
悪

の
年
間
死
者
数
を
出
し
た
昨
年
よ
り

も
二
日
遅
い
が
、
こ
の
ま
ま
推
移
す

れ
ば
今
年
も
年
間
死
者
数
が
一
万
人

を
突
破
し
か
ね
な
い
ハ
イ
ペ
ー
ス
と

な
り
ま
す
．
、

　
こ
の
中
で
運
転
中
の
死
者
は
千
三

百
七
十
七
人
で
こ
の
内
千
四
十
九
人

（
七
六
・
二
％
）
が
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

を
つ
け
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
日
向

署
の
調
査
に
よ
る
と
、
最
近
管
内
の

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
未
着
用
者
が
多
く
な

っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
未
着
用
は
死

に
結
び
つ
く
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。

　
と
こ
ろ
で
五
月
は
、
町
内
の
交
通

事
故
が
異
常
に
増
加
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
事
故
の
原
因
は
、
前
方
や
左

右
の
確
認
不
足
、
不
注
意
や
飲
酒
運

転
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
東
郷
町
を
除
く
耳
許
の
五
村
が
比

較
的
に
事
故
が
増
加
し
て
い
な
い
こ

と
を
考
え
る
と
、
私
た
ち
町
民
の
安

全
運
転
に
対
す
る
認
識
が
た
り
な
い

よ
う
に
思
い
ま
す
。
自
分
を
守
り
家

族
を
守
る
た
め
に
も
、
安
全
運
転
を

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

5
月
の
交
通
事
故

5 発
計
智習否晋智智皆冒皆甘習 〃昌

琴
日生日

坪 鶴 仲 坪 鶴 越 福 鶴 小 仲 小 鶴 地
野 野 野 野 〃 〃 野 野

谷 内 深 谷 内 表 瀬 内 田 深 田 内 区

14 衝 自 衝 自 衝 人 衡 状
〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

件 突 損 突 損 突 身 突 況

1人身事故の程度により統計に計上しないものもあります。）

声
あ
げ
て
鴉
を
追
え
ど
豆
を
蒔
く
畑

に
動
か
ず
見
張
り
の
ご
と
く

　
　
　
　
　
　
　
　
植
田
　
イ
セ

柿
の
木
に
梅
に
あ
け
び
と
茂
り
合
ひ

庭
に
ひ
そ
か
な
実
り
あ
る
頃

　
　
　
　
　
　
　
　
若
藤
延
世

あ
れ
こ
れ
と
も
の
思
う
こ
と
の
も
の

う
さ
に
今
朝
も
さ
つ
き
の
花
に
た
わ

む
る
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

葬
列
の
遺
影
に
涙
し
か
け
よ
り
ぬ
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
の
友
と
の
別
れ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
　
吉
市

職
退
き
し
後
も
脳
裏
に
し
み
つ
き
し

報
告
書
類
の
夢
に
疲
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

交
通
事
故
の
発
生
状
況

　
　
　
　
　
　
　
（
五
月
末
累
計
）

計
椎
葉
村

諸
塚
村

北
郷
村

西
郷
村

南
郷
村

東
郷
町

門
川
町

日
向
市

86 0 0 0 4 1 6 12 63 件
数

2 0 0 0 0 0 0 0 2 死
者

人
身
事
故110 0 0 0 7 1 6 20 76 傷
者

894 16 22 17 18 20 41 136 624 件
数
事物

ﾌ損

＊
死
者

全
国
　
4
1
3
0
人

県
内
　
　
　
3
1
人
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ρ
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▽
日
程

　
7
月
1
日

　
　
　
2
日
3
日
5
日
6
日
8
日

　
　
　
9
日

　
　
　
1
0
日

　
　
　
1
2
日

▽
受
付
時
間

▽
料
金

　
4
0
歳
以
上

　
4
0
歳
未
満

　
7
0
歳
以
上
、

越
表
体
育
館

農
協
坪
谷
支
所

仲
深
公
民
館

か
ん
な
び
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン

中
央
公
民
館

福
瀬
公
民
館

農
協
寺
迫
支
所

7
時
3
0
分
か
ら

－
、
4
0
0
円

3
、
3
9
9
円

非
課
税
世
帯
、
生
活

保
護
世
帯
は
無
料

平
成
3
年
度

宮
崎
県
保
田
試
験

▽
受
付
　
7
月
1
日
～
7
月
1
2
日

▽
試
験
日
　
8
月
2
0
日
～
8
月
2
3
日

▽
会
場
　
宮
崎
大
学
教
育
学
部

▽
願
書
提
出
先
　
宮
崎
県
児
童
家
庭

課　
ま
た
、
こ
の
試
験
の
準
備
講
習
会

が
次
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。

▽
講
習
日
　
7
月
2
0
日
～
7
月
2
6
日

▽
会
場
　
宮
崎
県
福
祉
総
合
セ
ン
タ

※
試
験
及
び
講
習
会
の
詳
細
は
、
役

場
福
祉
生
活
課
福
祉
係
へ
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

税
務
職
員
募
集

（
税
務
大
学
校
普
通
科
研
修
生
）

▽
受
験
資
格
　
昭
和
4
6
年
4
月
2
日

　
か
ら
昭
和
4
9
年
4
月
1
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
者

▽
受
付
期
間
　
7
月
3
日
～
1
0
日

▽
申
込
書
提
出
先

　
〒
肥
　
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東

　
2
・
1
1
・
1
人
事
院
九
州
事
務
局

▽
第
一
次
試
験
日
　
9
月
2
9
日

▽
第
二
次
試
験
日
　
1
1
月
初
旬
か
ら

▽
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課

　
　
智
0
9
6
（
覇
）
6
1
7
1

延
岡
税
務
署

　
　
麿
0
9
8
2
（
3
2
）
3
3
0
1

　
●
B
試
験
　
大
学
の
卒
業
者
（
来

　
　
春
卒
業
見
込
み
の
者
を
含
む
）

　
　
以
外
の
者
で
昭
和
3
9
年
4
月
2

　
　
日
か
ら
昭
和
4
9
年
4
月
1
日
ま

　
　
で
に
生
ま
れ
た
男
子

　
●
婦
人
警
察
官
　
昭
和
4
1
年
4
月

　
　
2
日
か
ら
昭
和
4
9
年
4
月
1
日

　
　
ま
で
に
生
ま
れ
た
女
子

▽
受
付
期
間

　
　
　
　
8
月
3
1
日
～
9
月
2
0
日

▽
第
一
次
試
験
日

　
●
B
試
験
　
　
　
　
1
0
月
2
0
日

　
●
婦
人
警
察
官
　
　
1
0
月
6
日

▽
問
い
合
わ
せ
先

　
O
最
寄
り
の
警
察
署
（
派
出
所
・

　
　
駐
在
所
）

　
O
一
T
脚
　
宮
崎
市
橘
通
東
2
丁
目

　
　
1
0
番
－
号

　
　
宮
崎
県
警
察
本
部
警
務
部
警
務

　
　
課
人
事
係

　
　
智
0
9
8
5
（
2
3
）
2
1
4
一

　
　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
容
0
1
2
0
（
哩
3
1
4

心
配
ご
と
相
談

▽
日
時
　
7
月
1
6
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
老
人
福
祉
館

消
費
生
活
相
談

宮
箇
県
警
察
官
勇
集
▽
・
時
・
昆
日
9
時
も
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
場
所
　
役
場
企
画
財
政
課

▽
受
験
資
格

行
政
相
談

　
国
の
仕
事
を
は
じ
め
、
県
や
町
の

仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
要
望
に
関
す

る
相
談
を
行
政
相
談
員
が
受
け
付
け

ま
す
、

▽
日
時
　
7
月
1
6
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
役
場
議
員
控
室

　
　
　
今
月
の
納
税
等

固
定
資
産
税
二
期

国
民
健
康
保
険
税
三
期

善
急
・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
方
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の

た
め
の
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
．
、

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
．
、

◎
坪
谷
の
矢
野
末
広
さ
ん
か
ら

　
（
明
治
さ
ん
・
8
9
歳
ご
逝
去
）

◎
羽
坂
の
日
吉
広
美
さ
ん
か
ら

　
（
萬
藏
さ
ん
・
8
5
歳
ご
逝
去
）

◎
小
野
田
の
谷
口
福
栄
さ
ん
か
ら

　
（
緑
さ
ん
・
7
1
歳
ご
逝
去
）

◎
坪
谷
の
和
田
保
さ
ん
か
ら

　
（
榮
さ
ん
・
9
3
歳
ご
逝
去
）

◎
寺
迫
の
海
野
君
代
さ
ん
か
ら

　
（
和
夫
さ
ん
・
4
2
歳
ご
逝
去
）

面
懸
灘
羅

（
五
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

黒 吉 岩 谷 田 赤

田 田 切 口 中
ち
や

夏 麻 勇 美 ん
の

美 美 平 平 里 名

正
敬
二
繁
尚
覚 敏
幸

父
の
名

田 田 寺 田 福 住

野 1野 迫 野 瀬 所

結
　
婚
　
お
幸
せ
に

（ （清伊 川永 氏
田藤 越友

栄 る浩
ﾝ 名

子勲 子文

日八
�d
s原

寺
集
迫
器

住
所

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

和 海 谷 矢 崎 日 矢
氏

田 野 口 野 永 吉 野

和 明 長 萬 フ
ヂ

榮 夫 緑 治 吉 藏 工
名

93 42 71 89 80 85 74 年

歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 齢

坪 寺 小
野
坪 福 羽 坪 住

谷 迫 田 谷 瀬 坂 谷 所
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